
Ⅰ型糖尿病でインシュリンポンプのケアを要する幼児（5歳児）のプール活動における配慮 

施設名 I保育園（公立） 

対象クラス 0歳児   1歳児   2歳児   3歳児   4歳児   5歳児 

対象クラスの子どもの人数 22名 対象クラスの保育者の人数 1名 

基礎疾患名 Ⅰ型糖尿病 

医療的ケアの類別 喀痰吸引（口腔・鼻腔内）    喀痰吸引（気管カニューレ内部）    導尿 

経管栄養（胃ろう・腸ろう）    経管栄養（経鼻）    インスリン注射  

その他医行為（                                                  ） 

看護師の配置 常勤    非常勤 （３人の看護師が毎日時間差で勤務している）    

訪問看護の利用    その他（                           ） 

看護師による保育活動へのかかわり 無（医療的ケアの手技のみ） 

有（保育補助（見守りも含む）としても参加） 

 

【受け入れの経緯】 

入所年齢 1歳 

入所のきっかけ 

（問い合わせ主体など） 
保護者の就労のため、1歳児から入園。4歳で発症。 

【受け入れ可能性の検討】 

・4歳で発症のため特に配慮なし 

【受け入れに際しての確認・調整・共有事項】 

・関係者・関係機関間の連携   

① 主治医が園にきて、園での活動内容を把握する。 

② 園看護師、園長、担任保育士とも参加し、園で、主治医から、病状やインシュリンポンプの取り扱い説明を

受け、低血糖、高血糖時の対応など話し合う。指示薬が変更したときは主治医から定期的に書面にて指

示を受け、対応する。  

③ 園看護師より、園全体の保育士に病状、インシュリンポンプ対応、低血糖時の対応の説明をし、協力しても

らう。 

・慣らし保育の方針 

1歳児から入園しているので、特になし 

・他の子どもや保護者への説明 

  園児に対しては４歳発症で本人も周りの目を気にしているので、インシュリンポンプ作動する際は他の園児

の目につくところは避け、保健室を利用。ただし、アラームがなったとき、気がついたときは教えてもらうように協

力をお願いする。具体的な病名などは話さない。 他の保護者には説明なし。 

 



【実際の医療的ケアの内容】 

ケアの頻度 

定期２回・・（昼食前、おやつ前）

インシュリン注入 

不定期・・１～４回くらい（低血糖、

高血糖、ポンプの異常時） 

実施者 看護師    保育者   その他 

医療的ケア時の場所 保健室 準備物 インシュリンポンプ物品 

      

インシュリンポンプを確認、作動する時は、

他の園児の目のふれないように、保健室

や、人のいない場所で行う。 

 

４歳発症なので、インシュリンポンプのしく

みをやや理解しているため、協力して情報

を話してくれる。低血糖時にはポンプのアラ

ームが鳴るので、保健室にきて指示の糖分

を摂取している。 

 

 

 

 

【特に配慮を工夫した保育活動】 

活動内容 プールでの水遊び 援助者 保育者    看護師   その他 

場所 園庭プール 準備物 インシュリンポンプ、消毒 

 

園内プールでの活動の際は、インシュリンポンプ

を外して活動をする。腕にモニターはつけている

ので、外れないようにテープでしっかり固定する。

入る前は血糖値と園児の体調を確認する。安定し

ていればそのまま外して、プールに入る。でたあと

は、ポンプをとりつける。一時的にインシュリンが

入らなくなるので、高血糖などにも注意して見守

る。 

園外プール（市営の大プール）の際は、一緒に同

行して、プールに入り、保育士の補助（他の園児

の面倒もみる）を行う。対象園児の、高血糖、低血

糖などの体調を観察する。 

 



 

【ケア会議（園内カンファレンス等）の実施と職員間の共有】 

ケア会議参加者 主治医、園長、保育士担任、園看護師３名 

頻度 発症時初めてインシュリンポンプを使用開始時１回のみ 

共有の仕方 職員全体に園看護師から説明し、全職員で協力、共有する。 

 

・確認している事項 

インシュリンポンプ使用時に、異状が起きた場合、アラームがなるので、その場合、看護師に報告、確認、対応し

てもらう。 

活動時に、低血糖症状が確認されたときは、園児を動かさずに座らせて、看護師を呼び、対応してもらう。 

 

・実施にあたっての留意点など 

会議時は、他の職員、園児、保護者は入れず、会議で決まったら、報告する。 

 

 


